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「われわれは ，教育とそは国家発展の根本であるζ とを自覚して，わが国fC沿ける教育の鉱大K最優
先順位を与え ，エチオピアの青少年の教育K努力を傾けてなbます」 ζれは ，1 9 6 5年度世界教脊会
議がエテオピアで聞かれたときの，ハイレ・セラシェ呈帝のメ y セージの1~である。わたくしは ， 昨
年，全国教育研究所連盟の推せんによって ，との会議に参加し ，約 2か月 ，'(わたってイ ンド ・アフリカ
・ギリシャをはじめ ，欧米 15か国を実地に視察する機会K恵まれたが ，世界はまさに教育競争・教育
爆発の時代Kあるという実感を強〈与えられた。先進国はもとよ b新興固にないては， 国家の遼命を背
少年の教育にかけ ，その総力をとれK結集している姿を，まのあた.!?I'[見ると とができた。
社会が進歩し人間生活が複雑κ走る十てつれて ，社会κbける病理現象もまた，深刻化してくる。高度
の経済成長κよって，国民生活は向上したが，その反面，人間疎外の状態をもたらした。との ような社
会情勢のも とにあって ，その影響を最も強〈受けているのは背少年であろうの ζれらの青少年は ，ある
者は非行κはし!)，ある者は性格や行動1'(異常をきたし，るるいは ，ノイロ ーゼになる左ど ，いるいろ
な問題をむとして，父母や教師はもちろん， 本人自身も深〈悩むとともf[，社会的tても大きな問題を起
としている。問題のある青少年でもその一人一人が ，その特性と能力K応じて社会κ貢献し，よタ充実
した生活を営む工うKするためKは，一般の教育だけでなく ，治療的教育 一 教育相談が必要となっ
てぐる。
人聞の限Dない可能性を信じ，塑;か友人間性の育成を目 ざして ，青少年とともに悩み，ともK成長し
ていく営み ，それが教育相談の本質でちると思う。われわれは ，ζのような三考えのもとvc，青少年 一人
一人の人間性を限b左〈尊重し ，われわれの誠意と情熱を傾けて相談治療Uてあたっている。
創立 10周年記念事業として，訟新の設備をもって創設した教育相談室は 3その活動を充笑強化する
ため!!(.毎年 ，専門所長の培員と資質の向よ，ならびに ，設備の充実につとめてきたが ，本年度は ，さ
らに特殊教育担当の専門所員を増員し ， 精.f~l薄弱児の相談治療とその教育Kついての噺究を開始した。
しかし ，教育相談の精神とその技術は ，当所相談室だけで在<，ひろく各学校κ恥ける日常の教育活
動の'PVC生かされなければ効果;は少ない。 ζのため， ζζ数年来 ，全固にさきがけて地区カウンセリン
グ ・センターの設置と学校カウンセラ-cr:;養成研修を計画し ，相談活動の普及徹底K努力してきた。当
教育研究所の施設設備と(!lf究の成果を活用した笑践的な長期研修によって ，養成された 20名の中学校
カウンセラーは ，われわれと密接念相互述携のもとVC，それぞれの職域に沿いて日々の相談活動とその
侃究に取タ組み ，創;芭〈ふうをζ らして熱心K努力して1.(>る。明年度は ，さらに ，新し〈県予算:を認め
られたので，教育相談開始以来6か年同の経験を生かし)6名の専門所員が協力 して，高等学校カウン
セラー養成の長期研修も始める計画である。
とれうの側疹終7者が ，自校生徒の健全育成のため ，相談話動の推進K努めるととはいうまでもない
が ，地互カウンセリング ・センターの中核となって活動し，やがて ，乙れを総合的念地区教育センター
にまで発展させるための推進力と 在るζとを念品してやまな¥，r，0 
ζζK集録した5編の研究報告は， r子どもの健全育成のための幼児 ・家庭教育 ・生活指導 ・教育相
談治療に関する第 1次 3か年研究計画JK:基づく，第 2年次C研究をまとめたものであるが ，各位の率
直左ご批判とご指導をいただき，ょ b充実した研究にしていきたいと思う。
r 77ウYセラーの養成花関する基礎的研究〈日)Jは ，役動演技法によるカウンセリングの実習効果に
関するものであ!?，第 1年次研究の追試を含めて，その実習経験の意識的諸オ自の変化から笑習効果を究
明し評価するため!'L，自己V亡関する現象学的立場K属するロジャーズ，コムズ，スニッグらの学説K基
づ〈仮説を設定し ，検査・謂交による客観的損IJ定を行ない s統計的fC分析検討するとと陀よ って，仮説
を検評し確かめた もρである。
f幼児の社会性の発達K関する研究(ll)Jは ，主として第 1年次と同ーの幼児を対象K:，幼児総合精
神検査，公よび，ソシオメトリック ・テス トを実施して，その結果を中心1[(，幼児の社会性や人格の発
達の様相，なよび ，幼児集団や交友関係bてみられる傾向と幼児の集団Kなける適応状況をとらえ ，幼児
の社会性と人格形成との関連Kついて検討するとともに，社会性の劣る幼児の人格形成上の問題点につ
いて湾察したものである。
「学校Kぁ、ける児童・生徒の非行防止対策の併究(U) Jは，在学児童 ・生徒の非行防止対策の効期危
な方法として，最近 ，注目されている非行予測法の理論と技術を生徒指導の中K取 り入れようとするも
のであるが ，本年次は集団ロールγャyハ ・テストと適応性診断テストの二つの客観的集団テストを用
いた非行予測法の実向性Uてついて ，383名の中学生を調査対象と して検討した結果をまとめ ，学校で
手軽K実施できる非行予測の具体的方法について記述したものである。
「クライエント・ロ ーん遂行過程』て合ける人格変容KI討する僻究」は ，クライエント ・ロール(来談者
の役割)を遂行する過程Kj:，>いて，実習者自身の人格がどのように変容するか ，会よび，笑習者の人格
変容とその人格特性との聞には ，どのよ う念関連性があるかを究明するために ，ロジ ャーズが提唱する
来談者中心カウンセリ ングの継続的笑腎V亡なける，実習者の不安の程度と知覚を中心と して検討したも
のである。
「教師』て対する児童の態度の研究」は ，小学校低学年児童の教師に対する態度研究のーっと して，教師
に対する認知をとPあげ，学校生活κみられる児主主の教師K対する欲求を教師がどのよう托受けとめ ，
反応しているかを児童κ応答させるととKよって ，児童のもっている教師認知のあ夕方を考察したもの
である。また，児童の親K対する認知Kついての調査を実施し，教師iVC対する認知と51:..母に対する認
知との比較研究をも試みたものである。
シわりκ，とれらの研究を進めるKihたって， ご協力いただいた闘係各位K対し，傑<I感謝の意を表
するしだいである。
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